


№ 資　　　料　　　名 備　　考

第１回 1 前期基本計画と後期基本計画（素案）の施策新旧対照表 【事前配布】

（4月13～17日） 2 施策検討シート 【事前配布】

3 平成２６年度施策マネジメント評価結果 【事前配布】

第２回 4
第４次基本構想・後期基本計画策定のための市民懇談会
（実施概要）

【事前配布】

（5月13～19日） 5 施策検討シート 【事前配布】

6 第１回起草委員会意見メモ 【事前配布】

小金井市長期計画起草委員会

配　付　資　料　一　覧



第２回小金井市長期計画起草委員会資料 

 

第４次基本構想・後期基本計画策定のための市民懇談会（実施概要） 

（仮）こがねいまちづくりカフェ 

～みんなで未来の「こがねい」を考えてみませんか？～ 

 

１ 開催目的 

市民の方が日頃から感じている「小金井市の魅力」や「将来の小金井市に対する想

いや願い」を様々な方々との交流・意見交換を通じて挙げてもらう場を設定し、第４

次基本構想・後期基本計画の策定に繋げることを目的として開催する。 

 

２ 日時 

 平成２７年７月４日（土）午後１時００分～４時００分 

 

３ 場所 

 貫井北センター「きたまちセンター」 

 

４ イベント名 

「（仮）こがねいまちづくりカフェ」 

 

５ 開催方法 

⑴ 市民参画の手法である「ワールドカフェ」方式で実施する。（各テーマについて、

４～６名程度のテーブルごとに話し合う。テーマごとにメンバーは入れ替わり、最

終シェアリングとして意見の共有の場を設ける。） 

⑵ 当日の司会進行等、運営は審議会委員が主体となり、事務局はサポート役になる。 

 

６ 募集方法・人数 

  サイレントマジョリティ（積極的に発言しない市民）等、多様な市民の声を聴く機

会とするため、一般公募の他に、無作為抽出を実施する。 

なお、会場の都合上、定員を５０名とすることとし、応募多数の場合はそれぞれ抽

選することとする。※どちらか一方が募集人数に足りない場合は、もう一方の上限を

上げて全体の定員に達するように調整する。 

⑴ 市報及びホームページで一般公募・・・２５名 

 ⑵ 無作為抽出で募集・・・２５名 

 

７ スケジュール 

⑴ 一般公募募集期間  ６月１日～１５日予定 

⑵ 無作為抽出募集期間 ６月１日～１５日予定 

⑶ 抽選日程      ６月●●日（※立会人と日程調整） 

⑷ 結果通知      ６月２４日予定 

 

起草資料４ 



　

施策分野 コミュニティネットワーク

１．施策名

No. 20 協働のまちづくりの推進 B07-22

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、これまで市民協働支援センター準備室を設置し、協働等
に関する相談や市民活動団体等と行政との協働等のコーディネート、情報の収集・発信
及び市民活動団体リストの管理等を行うとともに、市民活動まつりを関係団体と共催で開
催するなど協働の推進に向けた事業を行ってきました。また、各課にて後援、共催、補
助、実行委員会等により協働の理念を有する事業として各種事業を実施してきたところで
す。
　これらに加え、平成２４年３月に市民協働のあり方等検討委員会から答申を受けたこと
から、当該答申に基づき、先進市の視察等を実施するとともに、小金井市市民協働推進
本部を設置し、答申の実現等に関する協議・検討を進めています。
　一方、市内ＮＰＯ法人数は、年々増加傾向にあります。また、ボランティア参加者数は、
平成２４年度から平成２５年度にかけて４千人増えており、市民協働に対する機運は高
まっています。
　しかし、（仮称）市民協働支援センターの設置に関しては、現下の厳しい財政状況、新
庁舎建設基本計画等、他の計画等との整合性を十分に踏まえつつ、長期的視点に立っ
て検討していく必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）

　（仮称）市民協働支援センターの整備については、公共施設マネジメントの基本原則に
沿って、また、市の財政状況や他の計画等との整合性を図りながら、まずは施設ありきで
はなく、その内容について長期的視点に立った十分な検討を行っていきます。
　小金井市協働推進基本指針に基づき、市民活動団体等（ＮＰＯ法人、市民活動団体、
ボランティア団体、町会・自治会、社団法人、社会福祉法人、医療法人、教育研究機関、
企業等）と行政との協働の推進を図ります。



　

６.進めていく主な取組

取組名　① （仮称）市民協働支援センター等の整備・充実

・市民の多様な活動を支援する（仮称）市民協働支援センターについて、市民参加
で検討し、整備します。

・地域住民の活動拠点である集会施設の充実を図ります。

取組名　② 協働の意識啓発

・市民自らが地域社会づくりに積極的に関わり、市の職員と市民活動団体など双
方が、協働に関する正しい理解とその重要性を認識するために、意識の啓発を推
進します。

取組名　③ 協働の仕組みづくり

・市民の自主的な活動を活性化するため、ボランティア活動などの情報提供や情
報共有化を推進します。

・対等の原則と共通の目的の下、市民団体との協議により、明確な役割分担に基
づいて、後援、共催、補助、実行委員会などにより協働を推進します。また、協働
に関する提案制度を検討します。

・町会・自治会、ＰＴＡや市民・市民団体などと市の連携について、引き続き市民協
働の観点から推進を図ります。

・評価システムの構築など、協働推進に向けた環境整備と仕組みづくりを推進しま
す。

取組名　④ 大学・企業・団体などの地域活動の促進

・大学・企業・団体などの地域活動を促進するため、様々な活動団体の情報発信
や、市民と活動団体の交流の場づくり、団体間の連携などを支援します。



　

施策分野 コミュニティネットワーク

１．施策名

No. 21 地域情報ネットワークの推進 B07-23

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　地域活動の前提となるイベントや市民団体などの地域情報を一元化・ネットワーク
化し、市民にとって利用しやすいものとすることが必要です。
　また、ここ数年でスマートフォンなどの普及に伴い、ソーシャル・ネットワーキング・
サービスのような新たな情報発信手段が急速に普及しており、自治体のホーム
ページをこうしたツールと連携し、イベント情報等を発信するものも見受けられるよう
になってきました。
　このため、こうしたツールの実効性及び市ホームページでの活用について研究す
る必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）

　市民活動や様々なイベントの地域情報などを総合的に整理したコミュニティポータ
ルサイトなどと連携し、市民活動の内容や参加方法が市民及び市外の人に分かり
やすく、身近なものとすることにより、人々のきずなや地域の連携のための基盤づく
りを進めます。

６.進めていく主な取組

取組名　① 地域連携の推進

・本市に関する地域情報などを発信している企業や大学、ＮＰＯなどのサイトを市
ホームページで紹介し、市政情報以外の情報発信をすることにより、多くの市民が
本市に関する様々な情報を得られるよう努めます。

・地域情報を様々な機会で知ることができるようにするために、より多くの媒体に地
域情報が掲載されるよう各種媒体の活用を図ります。



　

取組名　④取組名　④取組名　④取組名　④ 危機に対する組織体制の推進

・危機の発生が想定される事象についてあらかじめ対応計画（危機管理マニュア
ル）を作成し、危機の発生に備えます。

取組名　②取組名　②取組名　②取組名　② 国民の保護に関する計画の推進

・ 国民保護計画に基づき、住民の避難や救援、武力攻撃災害への取組を進めま
す。

取組名　③取組名　③取組名　③取組名　③ 新型インフルエンザ等対策行動計画の推進

・新型インフルエンザ等対策行動計画に基づき国・都及び市内の関係機関等と連
携し、平時から新型インフルエンザ等への対策を総合的に推進します。

６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組

取組名　①取組名　①取組名　①取組名　① 地域防災計画の推進

・地域防災計画に基づき、市民の生命、身体及び財産を保護し、災害に強い小金
井市の実現を図ります。

　様々な事態に対応できるような危機管理体制を強化します。

２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

  東日本大震災以降の災害や新たな危機に対する関心が非常に高くなってきてお
り、安全・安心に暮らせるまちづくりが強く求められています。
　これまでも、地域防災計画の修正、放射線や放射能に関する測定、新型インフル
エンザ等対策行動計画の制定、また、他県や民間団体との災害協定を締結し、危
機管理体制の構築に努めてきましたが、更なる緊急事態等に備え、危機管理体
制、事前対策及び危機発生後の対策を引き続き整えていく必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）

22 危機管理体制の構築 B08-24

施策分野施策分野施策分野施策分野 地域安全

１．施策名１．施策名１．施策名１．施策名

No.No.No.No.



　

取組名　③取組名　③取組名　③取組名　③ ボランティア等との連携・協働

・ 社会福祉協議会、市民活動団体等との連携を強化するとともにボランティア活動
体制の強化を推進します。

・ 遠隔地の自治体との災害時相互応援に関する協定の締結・強化に努めるほか、
応援計画・受援計画を策定する。

取組名　②取組名　②取組名　②取組名　② 地域における共助の推進

・自主防災組織の結成を促進するとともに、支援内容の充実強化を目指します。

・避難行動要支援者の避難支援体制の構築を推進します。

６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組

取組名　①取組名　①取組名　①取組名　① 自助による地域の防災力向上

・備蓄、耐震化による家屋の安全対策、家具の転倒・落下防止策の推進、防災意
識の啓発、総合的な防災教育の推進を図るとともに、防災訓練への参加等を推進
します。

２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市は、平成２７年３月に地域防災計画の修正を行い、「自ら
の生命は自らが守る」「自分たちのまちは自分たちで守る」という２つの基本理念に
基づき、消防団や自主防災組織が積極的に活動しています。また、高齢者、障が
い者などの避難行動要支援者に対する体制づくりも進められています。
　しかし、現在、自主防災組織の結成されていない空白地域もあり、地域における
共助の推進を図るべく、自主防災組織の結成を推進し、地域の共助体制を強化し
ていくことが必要です。
　また、結成されている地域においても活躍する住民の高齢化が進んでいるため、
地域全体で活動できるよう更なる支援に努める必要があります。

３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）

　４つの目標「市民一人ひとりの自助の備えに対する広報・啓発」、「自主防災組織
の結成数の向上」、「避難行動要支援者への避難支援体制の構築」、「円滑なボラ
ンティア活動の推進」を設定し、自主防災組織などの防災体制の強化を図り、防災
コミュニティづくりを進めます。

施策分野施策分野施策分野施策分野 地域安全

１．施策名１．施策名１．施策名１．施策名

No.No.No.No. 23 防災コミュニティづくり B08-25



　

・火災・震災に対処するため、公共施設などの整備などに合わせて防災機能の強
化に努めます。

取組名　②取組名　②取組名　②取組名　② 災害対策物資・設備の充実

・ 災害時における給水を充実するため、震災対策用井戸の更なる確保に努めま
す。

・ 災害に備え、非常食糧、生活必需品、救急医薬品、応急資材の備蓄に努めるとと
もに、一時滞在施設を確保し、帰宅困難者対策に努めます。

６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組

取組名　①取組名　①取組名　①取組名　① 消防団の装備の充実

・改正された「消防団の装備の基準」に基づいた資機材や活動装備品などの充実
に努めます。

２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、「自らの生命は自らが守る」「自分たちのまちは自分
たちで守る」という２つの基本理念に基づき、消防団や自主防災組織が積極的に活
動しています。
　「消防団詰所の耐震補強」については、平成２４年度に完了したところですが、平
成２５年１２月に「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が制
定され、「消防団の装備の基準」が新たに改正されるなど、地域防災力の充実強化
のため、消防団が使用する資機材や活動装備品などの充実を図っていく必要があ
ります。
　市の災害対策物資・設備としては、小中学校や民間の井戸を震災対策用井戸とし
て指定し、避難者分の備蓄を進めるとともに、物資供給の安定化を図るため民間事
業者との災害協定の締結を行っています。
　また、火災・震災に対処するため、水利不足地域への耐震性貯水槽の設置を行っ
てきましたが、水利不足地域に公共施設がない状況であることから設置場所の検
討が必要です。

３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）

　消防団の設備・装備及び災害対策物資・設備の充実を図ります。

施策分野施策分野施策分野施策分野 地域安全

１．施策名１．施策名１．施策名１．施策名

No.No.No.No. 24 防災機能の強化 B08-26



　

・市と警察、地域、各種防犯団体が相互に連携した、円滑で効果的な防犯協力体
制づくりを進めます。

・防犯対策推進のため、「こきんちゃんあいさつ運動」（こがねいし安全・安心あい
さつ運動）などを通して、地域ぐるみでの見守りの取組を進めるとともに、町会・自
治会・商店会などを中心とする地域に根差した地域安全活動を支援します。

・犯罪を未然に防ぐために、公園をはじめとする都市施設の死角の排除や街路灯
などの設置を図ります。

・管理されていない空き地や空き家の適正な管理に関する意識の啓発を行うとと
もに、所有者等に対し、管理上必要な改善を要請します。

６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組６.進めていく主な取組

取組名　①取組名　①取組名　①取組名　① 防犯意識の向上

・防犯講習会の開催、広報活動及び防犯活動などを通じて、犯罪情報の提供と防
犯意識の向上に取り組みます。

取組名　②取組名　②取組名　②取組名　② 防犯対策の推進

２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　小金井市内の犯罪発生件数は、近年減少傾向にあるものの、侵入窃盗や自転車盗と
いった誰もが日常の中で遭遇しうる犯罪が後を絶たない状況にあります。地域の防犯力
の向上については「地域と経済」の分野で最も高い関心が寄せられており、安全で安心し
て暮らすことのできるまちづくりが一層求められています。
　私たちの住む小金井市では、防犯対策として、青色回転灯装備車両による防犯パト
ロールやこがねい安全・安心メールの配信等を行うことにより、市民の防犯意識向上に
努め、また、「こきんちゃんあいさつ運動（こがねいし安全・安心あいさつ運動）」などによ
る地域に根差した安全活動が進められています。
　また、近年、人口減少や高齢化が進展する中で、適正に維持管理されなくなった空き家
が増加しています。空き家の問題は、第一義的には個人財産の管理の問題ですが、防
犯・防災上の面からも大きな社会問題となっており、平成２６年１１月に制定された「空家
等対策の推進に関する特別措置法」に基づき、適切に対応していくことが課題となってい
ます。

３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）３．施策の方向性（目指す姿）

　平成２５年６月に策定した小金井市防犯指針に基づき、「日常生活における安全
安心の確保」、「市民の防犯意識づくり」、「地域における防犯ネットワークづくり」、
「犯罪を起こさせないまちづくり」を大きな柱として、防犯対策を推進します。

施策分野施策分野施策分野施策分野 地域安全

１．施策名１．施策名１．施策名１．施策名

No.No.No.No. 25 防犯体制の強化 B08-27



　

施策分野 創造的産業

１．施策名

No. 26 産業基盤の整備 B09-29

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市は住宅街として良好な環境である反面、企業の立地は少
なく、法人税収入の確保が課題となっています。
　また、近年の価値の多様化や、厳しい財政状況の中、従来型の市主導の産業振
興施策はとりづらくなってきています。
　このような現状をふまえ、市は、平成26年４月には、ＪＲ中央本線東小金井駅の東
側の高架下に、ＳＯＨＯ・インキュベーション施設である東小金井事業創造センター
を開設し、また、産業振興の仕組みづくりとして、市、商工会、商店会、農業者及び
市民など多様な主体と連携するため、連携をコーディネートする中間支援組織のあ
り方の検討を行ってきました。
　今後、東小金井事業創造センターを活用した高付加価値型の企業集積や市内定
着支援、様々な関係団体との連携強化により、課題の解決を図っていく必要があり
ます。

３．施策の方向性（目指す姿）

　東小金井事業創造センターを中心とし、様々な関係団体と連携・協力しながら、高
付加価値型の企業集積のため、成長産業の支援・育成・誘致を推進します。

６.進めていく主な取組

取組名　① 東小金井事業創造センターの運営

・小規模ながら、 ＩＴなどを活用し高い付加価値を生み出すベンチャー企業やＳＯＨ
Ｏ事業者への総合的な支援サービスの充実を図ります。

取組名　② 産業振興の仕組みづくり

・産業振興を、商工会、商店会、農業者及び市民などの多様な主体と連携協力して
推進するため、それらの主体をコーディネートする産業振興推進組織の仕組みづく
りを進めます。



　

施策分野 創造的産業

１．施策名

No. 27 創造的産業の支援 B09-30

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市は、新たなビジネス育成の基盤として、平成20年10月に東
京農工大学連携型起業家育成施設である農工大・多摩小金井ベンチャーポートを
誘致しました。この施設は、大学発ベンチャーの起業及び中小企業等の新事業展
開を支援することにより、新事業・新産業の創出を促進し、地域社会へ貢献すること
を目的としています。
　小金井市では入居企業に対して一定期間の家賃補助を行っています。入居者数
は常に安定していますが、これら企業の今後の発展や市内長期定着を促進するた
めの支援や取組が大きな課題となっています。

３．施策の方向性（目指す姿）

　大学連携型起業家育成施設や東小金井事業創造センターとの連携などによる産
業振興を計画的に推進します。

６.進めていく主な取組

取組名　① 起業支援・経営支援

・起業時の資金面での支援を図るため、農工大・多摩小金井ベンチャーポート家賃
補助を継続するとともに、融資あっせん制度の充実を図ります。

・東小金井事業創造センターを拠点に、様々な関係機関と連携し、起業や経営に関
する相談の充実を図ります。

取組名　③ 商工農業の情報交流・ネットワークの充実

・産学官の協働によるビジネスの創造を図ります。

・ 農工大・多摩小金井ベンチャーポートと連携し、大学や企業との交流を推進し、技
術動向やマーケットニーズの情報交換、共同開発などを促進します。

取組名　② コミュニティビジネス支援

・地域資源を活用し、地域の課題を解決するコミュニティビジネスを育成・支援し、地
域経済の活性化を図ります。



　

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、平成21年度にまちびらきを行った武蔵小金井駅南口の大
規模商業施設、ショッピングモールや、平成26年１月の東小金井駅、平成27年２月の武蔵
小金井駅高架下の商業施設など、近年、駅周辺では新規店舗の参入が相次いでいま
す。
　駅周辺に賑わいが生じる中、市内の商店街は新たに１商店街が設立され18商店街と
なったものの、加入店舗数は微減傾向で、現在加盟店舗は850店舗となっています。
　また、市内の事業所は近隣市に比べて小規模な事業所が多く、事業所数、販売額共に
減少傾向にあり、全体的な商業環境は厳しい状況が続いています。
　小金井市は、これまでに商業環境の整備、魅力ある商業・商店街づくりの推進、地域商
業の育成・支援として、商業振興モデル地区計画の策定、タウンショップ「黄金や」の設
立、商店街イベント事業補助等の活性化支援、「黄金井名物市」事業の開催支援、オリジ
ナル商品開発による地域活性化事業等、商業環境の活性化を推進してきました。
　今後も市民が魅力や個性を実感できる商業・商店街づくりを実現させるために、商工会
をはじめとした関係団体と引きつづき連携・協力を図りながら、これまで実施してきた取組
の成果を市内の個店・商店街に波及させるための支援の実施や、事業のブラッシュアップ
を図るなど、商業環境の整備を通し、地域商業全体の活性化に努めていく必要がありま
す。

３．施策の方向性（目指す姿）

　　魅力ある商業・商店街づくりの推進、地域商業の育成・支援の取組を通し、地域商業
全体の活性化に努めます。
  駅周辺や商店街の環境整備を図るとともに、市民ニーズに対応した個性ある商店街を
目指し、地域を支え、地域に支えられる魅力ある商店街づくりによるにぎわいの創出に努
めます。
　また、市内にある個性的な店舗について市内外に向け紹介するなど、商業の魅力発信
に努めます。

施策分野 商業

１．施策名

No. 28 商業環境の整備 B10-32



　

・小口事業資金融資あっせん制度の充実を図り、商業者の支援に努めます。

・買物額に応じたサービスが受けられるポイントカード制度の充実を支援し、地域商
業の振興を図ります。
・顧客のニーズに対応した、新たな業態や施設の導入を支援します。

取組名　⑤

・若手商業者の育成を図るため、商工会などと連携して、空き店舗などを利用した
支援制度の導入の検討やセミナーの実施等を推進します。

・インターネットを使った商店街マップや買物情報の提供を支援します。

商業者の育成

取組名　③ 消費者・生活者ニーズの把握

・魅力ある商店街づくりのため、商工会との連携の下、商業者と市民が情報交換を
行い、顧客のニーズを把握する商店街サポーター制度などによる商業者と市民と
の協働の取組を支援し、商店街の活性化を推進します。

取組名　④ 新サービスの拡充

・小規模商店向けの経営相談や情報提供の拡充を図ります。

取組名　② 商工会などへの支援

・地域商業の経営安定とサービス向上などの活性化を図るため、商工会や商店街
の会員による自主的な活動に対する支援を行います。

・市民が快適に買物できるにぎわい空間として、商店街のバリアフリー化、駐輪場
の整備などに努めます。

・商工会などと連携して、商店街の活性化に向けた総合的な施策展開や、商業振
興に向けた組織整備を支援します。

・商店街などが行うイベントや小金井ブランドなどの新商品の開発、販売促進のた
めの各種事業への支援制度の充実を検討します。

６.進めていく主な取組

取組名　① 駅周辺の整備

・ 駅周辺では、市街地再開発事業や区画整理事業などにより環境の整備を行い、
核となる店舗の立地を推進し、商店街の活性化を目指します。



　

施策分野 商業

１．施策名

No. 29 地域資源をいかした観光の推進 B10-35

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　　私たちの住む小金井市は、豊かな自然をはじめとして、歴史的施設、文化的
施設、隠れた名店、季節行事や商店街でのイベント、農地などの魅力的な地域資
源が数多く存在しています。
　小金井市ではそれら魅力ある地域資源やイベントなど、小金井の情報の発信力
を強化するため、ポータル機能を備えた観光振興のための「小金井市観光協会
ホームページ」などを立ち上げました。その後、そのホームページにフェイスブック
機能を追加するなど、時代に合わせた情報の受発信にも力を入れています。
　また、市民の力や地域資源を活かしたまちなか観光を推進することを目的に、
小金井市観光協会と連携して養成した観光案内人は、観光協会が主催する市内
ツアーや観光案内業務においてボランティアガイドとして大きな役割を担っていま
す。また、市民や来訪者に分かりやすく市内の魅力を発信するため、ガイドブック
やまち歩きマップなども小金井市観光協会と連携しながら作成し、小金井市のPR
に努めています。
　さらに観光協会が実施する春の「桜まつり」や、小金井阿波おどり振興協議会が
実施する夏の「小金井阿波おどり大会」、小金井市商工会や市内商店会が主催
する各種イベントが四季折々に各地で開催され、多くの市民や市外からの来訪者
を誘引しています。市はそれらを実施する団体を継続的に支援していきます。
　今後は、それら地域資源を活かした観光振興によって、ますます集客力を高め、
市内の回遊性をより高めていくことが課題となっています。

３．施策の方向性（目指す姿）

　地域の魅力を発信し、魅力あるイベントや地域資源を活かした観光を推進しま
す。

６.進めていく主な取組

取組名　① 地域の魅力発信

・観光協会と連携して市内の魅力ある地域情報をホームページや様々な媒体、駅
周辺の拠点などで効果的、効率的に発信するとともに、観光案内の整備に努め、
観光振興を図ります。

取組名　② 魅力ある観光事業の推進

・小金井市観光協会等の活動を支援することで、「まちなか観光」を充実し、市内
の回遊につなげ、地域経済の活性化に取り組みます。

・地域資源の活用や商・農業連携による取組を行うことで、来街者などの市内の
回遊を促進し、地域経済の活性化につなげる。



　

・マーケティングや人材開発の取組を推進するとともに、環境系、観光・健康ビジネ
ス及び研究開発型企業などの誘致・育成を図ります。

取組名　③ 地域産業のPR

・地域産業を学ぶ機会の増大や体験活動の充実、 産業情報の提供など、 広報活
動を積極的に進め、 地域産業の認知及びＰＲに努めます。

取組名　② 経営安定・高度技術化の支援

・ 商工会の活動に対する補助の充実を図ります。

・ 既存工業の経営安定や高度化を推進するため、商工会などによる指導と、相談、
研修、小口事業資金融資あっせん制度の充実に努めます。

・既存の事業者の経営実態や市民の起業意欲などを調査し、課題を明らかにしま
す。

・ 農工大・多摩小金井ベンチャーポートなどと連携し、ＴＬＯや地域の大学が持つ技
術を移転・活用するとともに、産学官の相互交流を推進します。

６.進めていく主な取組

取組名　① 住環境との調和

・ 住環境と調和した住・工共存のまちづくりに努めます。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

  私たちの住む小金井市は、市域の大部分が住宅地であり、 工業施設は住宅地の
中にあるため、 工業に対しては住環境との調和が求められています。
　既存工業に対しては、 住環境との調和やふれあい工業の推進を図るとともに、
経営の安定や高度技術化の支援を行い、 農工大 ・ 多摩小金井ベンチャーポート
を活用した交流などを促進してきました。近年、市内工業の事業所数、 従業員数は
減少傾向にありますが、従業員一人当たりの製品出荷額は増加傾向にあります。
　今後も、 住環境と調和を図り、 経営安定 ・ 高度技術化の支援を進めるとともに、
より一層、ふれあい工業を推進し、 地域産業のＰＲや地域との交流などを進めてい
くことが課題となっています。

３．施策の方向性（目指す姿）

　小規模な工場が住宅地に混在している状況を踏まえ、住環境との調和に配慮し
つつ、大学連携型起業家育成支援施設を拠点とした産学官連携の取組や、関係団
体との連携により、経営及び高度技術化を支援し、地域産業のＰＲや地域との交流
推進を図ります。

施策分野 工業

１．施策名

No. 30 工業の振興 B11-36



　

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　地域における農業及び農地は、私たちにとって欠かせない風景の１つとなってお
り、食の安全・安心、地産地消、みどりと水の保全、防災や景観形成などの面でも
大きな役割を果たすものとして、その保全が求められています。
　私たちの住む小金井市では認定・認証農業者制度の推進により、補助金などによ
り農業経営の安定化を図っています。認定・認証農業者数は増加傾向となっていま
すが、市内の農地面積、農家数、農家人口は減少傾向が続いています。
　今後も、農業が広く認知されるとともに、産業として安定的に成長するよう都市農
地の保全及び農業経営の安定化を支援することが課題です。

３．施策の方向性（目指す姿）

　農地が減少しないように保全するとともに、担い手の育成や、認定認証農業者制
度を推進するなどにより、農業経営の安定化支援に努めます。

施策分野 農業

１．施策名

No. 31 農業基盤の確立 B12-37



　

・認定認証農業者制度を推進し、農家の経営安定化を支援します。

取組名　⑤ 農業拠点の整備

・ＪＲ中央本線連続立体交差事業にあわせ、地場産農産物の販売や市内直売所を
紹介するスペースを模索します。

取組名　④ 制度の改革

・農地にかかる相続税など税に関する問題や関係法令について、都市農地の保全
に向けた見直しを国に対して要請します。

・有害鳥獣対策については、市や都の単位ごとの解決が難しいことから、抜本的な
対策を講じるよう国に対して要請します。

・新技術の導入や経営者の育成に関する勉強会や研修を促進します。

取組名　② 多様な担い手の育成

・国や東京都の各種支援事業の活用などを通じて、農業経営力を向上させる取組
を支援します。

・高齢化などによる農業者の労働力不足を補うため、援農ボランティア制度の研究
を行います。

取組名　③ 農業経営の安定

６.進めていく主な取組

取組名　① 農地の保全

・農業振興計画を柱に、緑の基本計画など、各種計画との連携による農地の保全
を図ります。



　

・学校給食への地場産品の供給を支援します。

取組名　② 地場産品の流通促進

・庭先直売所マップの作成や宣伝のぼりの支給などを行い、植木、草花、生鮮野菜
などの庭先販売を支援します。

・有機・減農薬農産物など地場産品の販売ルートの拡大やブランド化を支援しま
す。

・ 果樹や野菜の栽培・収穫体験や食品加工体験など、子どもをはじめ多くの市民が
気軽に農業を体験できる体験型農園の開設を支援します。

・農業祭をはじめとしてイベント・特産物・直売所などの情報を市内外に積極的にＰ
Ｒし、農業者と市民が交流できる機会の拡大を図ります。

６.進めていく主な取組

取組名　① ふれあい農業の育成

・多くの市民が農業にふれられるよう市民農園などの充実・増設を図ります。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、毎年11月に農業祭が開催され、市内全域の農産物
が集まり、小金井市の農業を市民へアピールする一大イベントとなっています。
　小金井市では農地を持たない市民に農業へ親しんでもらうため、市が農地を借
り、区画として市民へ貸し出す市民農園を開設しています。
　また、体験型市民農園をはじめとして、農業団体の協力により学童芋堀体験、親
子収穫体験などを実施して市民と農家の交流を深めています。
　市民農園は例年利用希望者が各園の定員を超えており、市民農園の増設が求め
られていることから、新たな市民農園用の農地を確保することが引き続きの課題と
なっています。

３．施策の方向性（目指す姿）

　農業者や農業団体・市民の協力により、食育の支援やふれあい農業の充実を図
ります。
　市民が農業にふれ合える場を提供し、生産、収穫の喜びを味わい、また、市民相
互の交流を図ります。

施策分野 農業

１．施策名

No. 32 農業との交流促進 B12-38



　

施策分野 消費者生活支援・勤労者福祉

１．施策名

No. 33 安全・安心な消費生活支援 B13-39

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

  近年、情報化の進展やライフスタイルの多様化等により、消費者を取り巻く環境は
大きく変化してきており、利便性の向上が図られる一方、製品事故、販売方法の悪
質・巧妙化など、消費者問題はますます複雑化・多様化しています。小金井市に寄
せられる消費者トラブル相談も増加傾向にあります。
　これまでの取組として、消費者に必要な知識の学習の機会や、被害の未然防止
啓発などを提供する消費者講座を実施してきました。また、市内の消費者活動の促
進を図るため、小金井市消費者団体連絡協議会との連携や消費生活展を実施し、
市民の消費者活動を支援しました。
　消費生活相談においては、パイオネットの活用により全国の消費生活情報を迅速
に把握し、被害の未然防止、拡大防止等相談者への適切な対応に繋げることがで
きました。
　消費生活相談は、安全・安心に対する市民の不満が高まれば急激に増えるた
め、今後も充実を図っていくことが課題です。

３．施策の方向性（目指す姿）

　安全・安心な消費生活を支援するため、市民の消費生活意識の向上と正しい知
識の普及及び情報提供を進めるとともに関係団体との連携により相談事業の充実
を図ります。

６.進めていく主な取組

取組名　① 消費者を守る仕組みづくり

・消費生活意識の啓発と正しい知識の普及、消費生活に関する学習・情報提供・交
流活動の拠点となる消費生活センターの整備を推進します。

・ 今後も増加が予想される消費生活上の問題への対応を強化するため、消費者団
体連絡協議会に対する支援を行い、団体間の連携を促進します。

・ 食品の安全性や物価の安定、流通機構の改善などを国や東京都に要望していき
ます。

取組名　② 消費者啓発の充実

・消費生活トラブルの未然防止に必要な知識、能力を養うため、啓発資料の配布や
講座を開催するとともに環境にやさしい消費生活の実践に向けたリサイクル活動の
支援などを行うことで、自ら行動できる消費者を育成します。

取組名　② 消費生活相談の充実

・消費生活相談情報の迅速な把握と提供のため、パイオネット（国民生活センター
相談情報システム）を活用するとともに、複雑、多様化する消費生活相談への対応
を強化するため、消費生活相談業務の充実を図ります。



　

施策分野 消費者生活・勤労者福祉

１．施策名

No. 34 勤労者福祉の向上 B13-40

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　基本的に福利厚生事業の実施については、各企業内で解決すべき問題ですが、
規模の小さい中小企業は大企業と比べ福利厚生面での格差が生じてしまうのが現
状です。
　小金井市勤労者福祉サービスセンターでは、その格差を是正することを目的と
し、中小企業の事業主や勤労者などと協力をしながら、個々の事業所では実施が
困難な福利厚生事業などを実施しています。
　私たちの住む小金井市には規模の小さい中小企業が多く存在していますが、景
気の影響等により中小企業勤労者を取り巻く環境は引き続き厳しい状況が続いて
います。
　市内中小企業勤労者の福利厚生面に関する市民の満足度は低く、その充実を
図っていくことが求められています。

３．施策の方向性（目指す姿）

　勤労者福祉については、勤労者福祉サービスセンターを通じて、福利厚生対策の
充実を図ります。
　小金井市勤労者福祉サービスセンターを継続的に支援することで、市内勤労者福
祉の向上を図っていきます。

６.進めていく主な取組

取組名　① 福利厚生対策の充実

・勤労者福祉サービスセンターへの支援を行い、事業内容の充実を図るとともに、
安定化のため、組織の法人化について検討します。

・勤労者福祉サービスセンターで実施する共済制度など各種事業についての周知
を広く行い、加入促進を図ります。

・勤労者福祉サービスセンターを通じて、中小企業勤労者の福利厚生の充実を図り
ます。



　

・障害者就労支援センターを通じ、障がいのある人の一般就労の機会の拡大を図
るとともに、安心して働き続けることができるよう、ハローワークなどの関係機関と連
携し、就労面と生活面を一体的に支援します。

取組名　② 雇用の拡大

・通常の雇用形態とは異なるが、高齢者の就業の場の拡大を図るため、シルバー
人材センターへの就労の情報提供と、同センターが取組む事業に対する支援の充
実を支援します。

・セミナーなどを通じ、労働者や企業の意識啓発を図ります。

・労働条件や労務管理などに関する問題を解決できるよう労働相談情報センター等
との連携を図ります。

・就業機会の拡大を図るため、東京しごとセンターや労働相談情報センターなどと
連携し、就職講座などを開催するとともに、ハローワークとの連携も強化します。

・若年層の市内での就業の拡大を図るため、関係機関との連携、交流を促進すると
ともに、インターネットを活用した求人情報の提供などにより、就業機会の拡大を図
ります。

６.進めていく主な取組

取組名　① 就労支援の充実

・就労を希望する人に対する技術や知識、資格の習得を目的とした講習会の開催
などを支援します。

２．施策の現況と課題
（施策に関するこれまでの取組や現在の状況及び目標を達成するためどのような課題があるか）

　私たちの住む小金井市では、ハローワークなどの関係機関と連携するとともに、
「こがねい仕事ネット」を開設して、インターネット上で求人情報等の提供を図ってき
ました。
　また、障害者就労支援センターにおいては、地域開拓推進コーディネーターを配
置し、障がいのある人の雇用に理解を深めてもらうよう努めてきました。そして、高
齢者の就業の場の拡大を図るため、シルバー人材センターの取組に対する支援を
継続してきました。更に、再就職を希望している女性を対象に東京しごとセンター多
摩と共催で再就職支援講座を開催し、仕事と生活が両立できる意識の育成や生活
の安定と自立を促してきました。
　今後も、時代のニーズに即した就労支援の充実と雇用の拡大を図ることが課題と
なっています。

３．施策の方向性（目指す姿）

インターネットを活用した地域の求人情報等を提供するとともに、ハローワークをは
じめとする関係機関との連携により就労に関する各種支援を充実し、就業機会の
拡大を図ります。

主担当課 経済課

関係課 介護福祉課 自立生活支援課

施策分野 雇用

１．施策名

No. 35 雇用機会の拡大 B14-41
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施策番号：　20　施策名：　協働のまちづくりの推進　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
他のグループの団体同士が実際に顔をあわせるような交流の場が必
要ではないか。商店会について、他のグループとのネットワークに
幅広く加えた方がいいのではないか（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
市報などの内容を充実させ、新しい情報端末やネットワークにあわ
せた対応にするなどPRの方法を工夫して、各世代に対応した周知を
図るべきである（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組

退職後の方などを対象として、「だれか人のために何かやる歓び」
に応える企画を考える。
例えば、得意分野に応じて観光大使、とき大使、小金井グルメ大使
など種々の小金井大使を任命して、自主的に企画・参加してもら
い、小金井を宣伝してもらうことはどうか（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
他のグループの団体同士が実際に顔をあわせるような交流の場が必
要ではないか。商店会について、他のグループとのネットワークに
幅広く加えた方がいいのではないか（施策分野共通事項）。

再掲

施策番号：　21　施策名：　地域情報ネットワークの推進　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
他のグループの団体同士が実際に顔をあわせるような交流の場が必
要ではないか。商店会について、他のグループとのネットワークに
幅広く加えた方がいいのではないか（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
市報などの内容を充実させ、新しい情報端末やネットワークにあわ
せた対応にするなどPRの方法を工夫して、各世代に対応した周知を
図るべきである（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組

退職後の方などを対象として、「だれか人のために何かやる歓び」
に応える企画を考える。
例えば、得意分野に応じて観光大使、とき大使、小金井グルメ大使
など種々の小金井大使を任命して、自主的に企画・参加してもら
い、小金井を宣伝してもらうことはどうか（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
他のグループの団体同士が実際に顔をあわせるような交流の場が必
要ではないか。商店会について、他のグループとのネットワークに
幅広く加えた方がいいのではないか（施策分野共通事項）。

再掲

施策番号：　22　施策名：　危機管理体制の充実　　
意見内容 備考

- コメントなし

施策番号：　23　施策名：　防災コミュニティづくり　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
課題として「また、結成されている……」以降の内容がより重要で
あり、強調すべきではないか。

1 施策の現況と課題
防災コミュニティ形成の対象が町内会や自治会が対象となっている
が、商店会なども幅広く対象に入れた体制を構築すべきではない
か。

5 進めていく主な取組
防災コミュニティ形成の対象が町内会や自治会が対象となっている
が、商店会なども幅広く対象に入れた体制を構築すべきではない
か。

再掲

施策番号：　24　施策名：　防災機能の強化　　
意見内容 備考

- コメントなし

第1回起草委員会　意見メモ　地域と経済
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施策番号：　25　施策名：　防犯体制の強化　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題

「こきんちゃんあいさつ運動」がよい活動であるため、より強力に
推進してほしい。
地域でもお互いに顔が見えることが重要であり、「こきんちゃんあ
いさつ運動」を発展させ、学校外でも推進できる体制を構築すべき
である。それには商店会の役割が重要であるが、防犯体制に含まれ
ていないことが問題であり、商店会を幅広く活用する体制を構築す
べきではないか。

1 施策の現況と課題 防犯の観点では、空き家対策が重要である。

5 進めていく主な取組

「こきんちゃんあいさつ運動」がよい活動であるため、より強力に
推進してほしい。
地域でもお互いに顔が見えることが重要であり、「こきんちゃんあ
いさつ運動」を発展させ、学校外でも推進できる体制を構築すべき
である。それには商店会の役割が重要であるが、防犯体制に含まれ
ていないことが問題であり、商店会を幅広く活用する体制を構築す
べきではないか。

再掲

5 進めていく主な取組 防犯の観点では、空き家対策が重要である。 再掲

施策番号：　26　施策名：　産業基盤の整備　　
意見内容 備考

5 進めていく主な取組
創業的産業の観点から二次創業の支援ができないものか（施策分野
共通事項）。

5 進めていく主な取組
小金井をベースに置いた価値創生のトレーニングを行いながら実際
の企画を提案していく試みとして、新たな価値を創造するための
ミーティングを行うのはどうか（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
各種アイデアを募り、小金井の新たな物産・サービスを生み出すこ
とを行うのはどうか（施策分野共通事項）。

施策番号：　27　施策名：　創造的産業の支援　　
意見内容 備考

5 進めていく主な取組
創業的産業の観点から二次創業の支援ができないものか（施策分野
共通事項）。

5 進めていく主な取組
小金井をベースに置いた価値創生のトレーニングを行いながら実際
の企画を提案していく試みとして、新たな価値を創造するための
ミーティングを行うのはどうか（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
各種アイデアを募り、小金井の新たな物産・サービスを生み出すこ
とを行うのはどうか（施策分野共通事項）。

施策番号：　28　施策名：　商業環境の整備　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題 産業振興プランを反映させた内容にしてほしい。

1 施策の現況と課題

市としての各地域の商業環境の整備に関する方向性を示してほし
い。
市民目線として、駅前の商業環境だけでなく、各地域の商店街も重
要であることを再認識している。

1 施策の現況と課題
商業調査や市民から広く意見聴取を実施し、その結果を商店会にも
還元してほしい。

2 施策の方向性 産業振興プランを反映させた内容にしてほしい。 再掲
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2 施策の方向性

市としての各地域の商業環境の整備に関する方向性を示してほし
い。
市民目線として、駅前の商業環境だけでなく、各地域の商店街も重
要であることを再認識している。

再掲

5 進めていく主な取組
行政としては結果に対する対策を講じる旨の記載を追加してほし
い。

5 進めていく主な取組

市としての各地域の商業環境の整備に関する方向性を示してほし
い。
市民目線として、駅前の商業環境だけでなく、各地域の商店街も重
要であることを再認識している。

再掲

5 進めていく主な取組
農業と観光の連携を推進していくことが必要ではないか（施策番号
32と共通事項）。

施策番号：　29　施策名：　地域資源をいかした観光の推進　　
意見内容 備考

5 進めていく主な取組
他者からの意見聴取・アンケートなど実施し、小金井再発見を推進
していくことを追加してはどうか。

5 進めていく主な取組
経済に関連する役所機能と各団体との連携強化が必要ではないか
（施策分野共通事項）。

5 進めていく主な取組
農業と観光の連携を推進していくことが必要ではないか（施策番号
32と共通事項）。

施策番号：　30　施策名：　工業の振興　　
意見内容 備考

1 施策の現況と課題
小金井らしい工業（例：企画開発設計、デザインや精密機器など）
について、一から見直した方がいいのではないか。

2 施策の方向性
施策の方向性に記載のとおり「産学官連携の取組や、関係団体との
連携」が重要である。

2 施策の方向性
小金井らしい工業（例：企画開発設計、デザインや精密機器など）
について、一から見直した方がいいのではないか。

再掲

5 進めていく主な取組
新たな価値を創造し、小金井の新たな物産を生み出し、その製造を
市内で行うことを推進することを考慮してはどうか。

施策番号：　31　施策名：　農業基盤の確立　　
意見内容 備考

5 進めていく主な取組
農産物を活かした付加価値をつけた農産物や加工物を開発推進すべ
きではないか。6次産業化など創造的な農業の推進が必要である。

施策番号：　32　施策名：　農業との交流推進　　
意見内容 備考

5 進めていく主な取組
農業と観光の連携を推進していくことが必要ではないか（施策番号
29と共通事項）。

施策番号：　33　施策名：　安全安心な消費生活支援　　
意見内容 備考

- コメントなし

施策番号：　34　施策名：　勤労者福祉の向上　　
意見内容 備考

- コメントなし

施策番号：　35　施策名：　雇用機会の拡大　　
意見内容 備考

5 進めていく主な取組
職業訓練よりも敷居の低いサラリーマン土曜講座（創造的トレーニ
ング、退職後のための準備など）を実施してはどうか。
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